
　
私
が
、
町
政
の
舵
取
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
、
３
期
目
の
３
年
次
を
迎
え
る
年
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
同
様
、
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
を

大
切
に
し
、
私
の
信
条
で
あ
り
ま
す
「
目
く
ば

り
・
気
く
ば
り
・
思
い
や
り
」
の
３
つ
の
配
慮

を
基
本
に
、
安
定
し
持
続
性
の
あ
る
行
政
運
営

と
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

町
政
執
行
に
あ
た
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
第
６
次
小
平
町
総
合
計
画
、
第

２
期
総
合
戦
略
の
政
策
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
我
が
国
経
済
に
つ
い
て
政
府
は
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
急
速

な
景
気
の
悪
化
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

海
外
に
お
い
て
も
、
感
染
者
数
の
増
加
が
続
い

て
い
る
国
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
景
気
の

下
振
れ
リ
ス
ク
は
依
然
と
し
て
高
い
。
し
た

が
っ
て
、
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
図
り
つ
つ
、

働
き
手
と
働
く
場
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
す
る

こ
と
等
に
よ
っ
て
、
雇
用
を
守
り
な
が
ら
経
済

活
動
の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
引
き
続

き
重
要
課
題
で
あ
る
。」
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
「
そ
の
際
、
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
、
世

界
各
国
に
お
い
て
、
感
染
症
拡
大
の
経
験
を
踏

ま
え
た
暮
ら
し
方
や
働
き
方
の
転
換
、『
新
た

な
日
常
』
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
社
会

生
活
の
基
本
的
な
動
作
や
長
年
の
慣
行
を
見
直

す
こ
と
は
極
め
て
稀
な
出
来
事
だ
が
、
人
々
の

安
心
と
安
全
の
確
保
と
経
済
活
動
の
拡
大
を
両

立
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。」
と
の

見
方
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
国
内
外
が
不
安
定
な
状
況
に
あ

る
中
に
お
い
て
も
、
我
々
、
地
方
自
治
体
が
果

た
す
役
割
は
、
多
様
化
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

筆
頭
に
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
住

民
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
あ
る
基
礎
自
治
体
の

責
任
と
判
断
力
、
そ
し
て
地
域
力
が
問
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
行
政
の
簡
素
・
効
率
化
を
推
進
し
、
財
政
健

全
化
を
堅
持
し
て
い
く
と
と
も
に
、
直
面
す
る

経
済
情
勢
や
、
起
こ
り
う
る
環
境
の
変
化
に
も

的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
中
・
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
国
の
予
算

執
行
と
の
連
動
を
勘
案
し
つ
つ
、
住
み
良
い
ま

ち
の
構
築
に
つ
な
が
る
予
算
編
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
概
要
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
初
め
に
歳
入
で
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
地
方
経
済
の
中
、
貴
重
な
自
主
財
源
で

あ
る
町
税
に
お
い
て
は
、
法
人
町
民
税
、
固
定

資
産
税
等
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
、
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
は
、
地
方
財
政
計
画
に
よ
り
前
年
同
額
を
見

込
む
一
方
、
交
付
税
の
振
替
措
置
で
あ
る
臨
時

財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、
国
の
方
針
に
基
づ

き
、
若
干
の
増
額
計
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
町
民
生
活
の
安
心
・
安
全
の
確

保
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、

基
金
を
活
用
し
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
町
民
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
責
任
の
も
と
、
福

祉
の
向
上
、
地
域
交
通
の
確
保
、
住
宅
環
境
の

整
備
・
助
成
、
産
業
の
活
性
化
を
図
る
事
業
の

ほ
か
、
庁
舎
や
学
校
な
ど
、
公
共
施
設
の
照
明

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
、
令
和

３
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
比
０
坩

４
％
増
の
　
億
　
万
１
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま

３８

２７３

す
。

　
ま
た
、
５
つ
の
特
別
会
計
及
び
、
水
道
事
業

会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、　

億
９
千
　

６１

６６７

万
２
千
円
と
な
り
、
前
年
度
比
１
３
坩
７
％
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
「
農
地
耕
作
条
件
整
備
事
業
」
に

よ
り
本
年
度
は
、
７
地
区
の
排
水
路
整
備
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
未
整
備
地
区

が
本
年
度
中
に
整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
た
め
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
と
連
携
し

た
水
田
水
管
理
、
ハ
ウ
ス
内
環
境
管
理
シ
ス
テ

ム
等
、
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
利
活
用
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
ス
マ
ー
ト
農
業

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
畜
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
規
模
な
が
ら
良

質
な
和
牛
産
地
と
し
て
歴
史
を
受
け
継
い
で
い

ま
す
が
担
い
手
不
足
・
労
働
力
不
足
の
深
刻
化

に
よ
り
、
個
別
完
結
型
の
経
営
は
限
界
に
来
て

お
り
、
重
要
な
産
業
が
消
滅
す
る
危
機
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
繁
殖
雌
牛
の
発
情
観
察
・
人
工

授
精
・
分
娩
な
ど
の
繁
殖
管
理
を
一
元
的
集
中

管
理
し
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た
最

新
の
効
率
的
な
飼
養
管
理
技
術
に
よ
り
畜
産
農

家
の
労
力
軽
減
と
飼
育
頭
数
の
拡
大
に
つ
な
が

る
生
産
体
系
の
確
立
に
向
け
、
関
係
機
関
と
協

議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
森
林
環
境
譲
与

税
」
を
活
用
し
た
「
小
平
町
私
有
林
整
備
事
業
」

の
創
設
に
よ
り
森
林
整
備
経
費
の
一
部
を
助
成

し
、
森
林
保
全
、
林
業
木
材
産
業
の
持
続
的
な

発
展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
か
ら
道
営
林
道
事
業
に
よ
る

「
菊
岡
沖
内
線
」
開
設
事
業
（
計
画
延
長
４
坩
５

娃
）
に
着
手
し
、
森
林
整
備
を
計
画
的
に
推
進

し
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
増

２

令和３年度町政・町教育行政執行方針

　令和３年第１回町議会定例会が３月４日から１８日まで開かれました。この定例会で関町長が

令和３年度町政執行の基本方針を、照井教育長が令和３年度の教育に関する主要な方針を述べ

ました。

　また、町政執行方針に基づいた予算案を提出し、慎重審議の結果原案どおり可決されました。

新年度のスタートにあたり、その概要をお知らせします。

令
和
３
年
度

町
政
執
行
方
針

は
じ
め
に

産
業
振
興
施
策

令和３年度
町政執行方針




